
令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施事業（令和４年度行政評価対象事業）　実施状況・効果検証一覧
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◆児童センター等換気システム設置事業（令和2年度明許繰越事業）
　新型コロナウイルス感染症対策として教室内の十分な換気が有効な手立てであるため、換気設備及び冷暖房等の機能を
強化し、児童及び生徒の安全を確保するもの。

【実績内訳】
　湧別児童センター（集会室）、中湧別児童センター（図書室）：3,326,400円
　芭露保育所（保育室）：908,600円
　計　4,235,000円

4,400,000 4,235,000 3,520,000 3,520,000 0 0 0 715,000

①実施状況
　湧別児童複合施設集会室1台、中湧別児童複合施設図書室・クラブ室各1台、芭露保
育所保育室1台
②効果
　十分な換気機能を備えたエアコンの導入により、児童間の飛沫による感染症の広がり
と熱中症の被害を防ぐのに大きな効果が得られた。
③評価
　３密の頻度が高い中で生活する児童にとって、室内環境が改善されたことで安心安全
に活動することができた。
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◆観光施設トイレ改修事業（令和2年度明許繰越事業）
　観光施設等のトイレを洋式化へ改修することにより、排せつ物の飛散防止、ウイルスからの感染リスクを軽減させ、安全・
安心な衛生環境を確保するもの。

【実績内訳】
　ファミリー愛ランドYOU：2,661,290円（遊園地南側ゴーカート横）、三里浜キャンプ場：732,387円（管理棟横トイレ）、
　チューリップ公園：963,387円（公園駐車場北側）、百年記念公園：456,678円（跨線橋横）、
　憩いの広場（北側・南側）：1,192,258円
　計　6,006,000円

6,220,000 6,006,000 4,980,000 4,980,000 0 0 0 1,026,000

①実施状況
　観光施設　５施設
　総事業費　6,006,000円
②効果
　不特定多数の人が利用する観光施設の和式トイレを蓋付きの洋式トイレに切り替える
ことで新型コロナウイルス感染リスクの低減が図られた。
③評価
　公共性があり費用対効果も高く、新型コロナウイルス感染リスクを低減させるために有
効な手段であった。
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◆町立学校換気システム設置事業（令和2年度明許繰越事業）
　新型コロナウイルス感染症対策として教室内の十分な換気が有効な手立てであるため、換気設備及び冷暖房等の機能を
強化し、児童及び生徒の安全を確保するもの。※設置する教室は湧別地区義務教育学校におけるエアコン設置教室と同室
した。

【実績内訳】
　上湧別中学校：17,600,000円（空調13基、間仕切りカーテン）、芭露学園：18,414,000円（14基）
　計　36,014,000円

37,100,000 36,014,000 33,280,000 33,280,000 0 0 0 2,734,000

①実施状況
　換気可能なエアコンを２校に設置した。設置場所は普通教室（上中は教科教室）、職員
室及び校長室。上中は壁がないため間仕切りカーテン（ロールスクリーン）を設置。
上中：エアコン13台、間仕切りカーテン7室、17,600,000円
芭露学園：エアコン14台、18,414,000円
②効果
　換気可能な空調設備を整備することにより学習環境の向上が図られた。
③評価
　特に猛暑時において、マスク着用で授業が行われる際に、快適で安心した学習環境を
確保できた。
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◆学生の学びを支える応援給付金給付事業
　感染症の影響が長期化する中、ふるさとを離れて大学等で学ぶ学生が帰省の自粛、アルバイト収入の減少などによって
日常生活に多くの不安を感じていることを鑑み、学生が安心して生活を送ることが出来るよう経済的な支援を行うとともに、
大学等を卒業後の町内への就業を促すもの。　※学生一人につき12万円を給付

【実施内訳】
　給付金：＠120,000円×64人
　計　7,680,000円 14,400,000 7,680,000 6,140,000 6,140,000 0 0 0 1,540,000

①実施状況
　支給1回目　8月　25件×120千円＝3,000千円
　支給2回目　9月　22件×120千円＝2,640千円
　支給3回目　9月　10件×120千円＝1,200千円
　支給4回目 10月　7件×120千円＝840千円
　合計　64件×120千円＝7,680千円
②効果
　コロナ禍における帰省自粛、収入減少等により不安を抱える、ふるさとを離れて学ぶ
学生が、安心して生活ができるよう支援を行った。
③評価
　学生への経済的支援により、不安解消に寄与できた。　また、出身地である湧別町へ
の就業促進が図ることができた。

学生への経済支援、不安解
消により、大学等卒業生の
湧別町への就業はどの程度
の割合となったのかを教え
てほしい。

支給６４件のうち、大学４年
生が８名、ほか専門学校な
どを考慮すると、卒業年
次に当たる対象者は１０名
程度になったと考えられる。
その後、卒業したかどうか、
また、就業した場合の就業
先の追跡調査までは行っ
ていないことから、給付対象
者の当町への就業が何名
あったかは把握していない。
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◆緊急景気対策事業（コロナ対策商品券発行）
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、北海道に二度目となる緊急事態宣言が発令され、外出の自粛や飲食店の
営業時間短縮、さらには各種イベントが中止となるなど、町民をはじめ商工事業者が大きな不安をいだいており、町内消費
の落ち込みにより地域経済が大きく影響を受けているため、町内全店舗で使用できるコロナ対策商品券を全町民に配布し
景気対策を図るもの。

【実績内訳】
　郵便料：1,634,048円（ゆうパック・3,977世帯分）、委託料：商品券発行・40,524,500円（500円×81,049枚）、
　商品券印刷・473,000円（＠5.5円×10枚×8,600人）、封筒印刷：113,520円（＠13.2円×8,600枚）
　計　42,765,452円

45,442,000 42,765,452 34,280,000 34,280,000 0 0 0 8,485,452

①実施状況
　交付枚数　83,990枚（8,399人）
②効果
　経済効果　商品券　　16,767,000円（33,534枚）（利用率　99.82％）
　　　　　　　お食事券　 23,757,500円（47,515枚）（利用率　94.29％）
③評価
  商品券配布により町内の飲食店をはじめとする各商店に対し消費効果が生まれ、コロ
ナ禍で冷え込んだ地域経済の回復が図られた。
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◆公共施設等管理維持体制持続化事業（その１）
　新型コロナウィルスの影響により指定管理施設においても利用者が減少し休業要請等による収入が大幅に減少している
ことから、施設の維持管理や新型コロナウィルスの感染予防などの対策経費等として支援金を給付するもの。
　給付基準：令和２年度の収支減少分を算定し、その８割を「施設運営維持管理支援金」として給付する。
　　　　　　　　年間収支（赤字）×80％－上半期支援金＝支援金額

【実績内訳】
　レイクパレス：2,009,000円、しらかば：1,225,000円、かみゆうべつ温泉：13,093,000円
　計　16,327,000円

16,327,000 16,327,000 13,060,000 13,060,000 0 0 0 3,267,000

①実施状況
　給付金算定：収支減少分の８割、千円未満切捨て
　給付金実績：宿泊施設しらかば　　　　　　　1,225,000円
　　　　　　　　　交流体験施設レイクパレス　  2,009,000円
　　　　　　　 　 かみゆうべつ温泉　　　　　　 13,093,000円
　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　　　 　　16,327,000円
②効果
　給付金を支給したことにより、施設管理運営の安定化を図ることができた。
③評価
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、休業または利用者の減少という事態を余儀な
くされたことで収入が大きく減少したことは、事業運営に多大な影響を及ぼすため、指定
管理施設運営の安定化のためにも必要性が高く、有効な手段であったと考える。
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◆公共施設等管理維持体制持続化事業（その２）
　新型コロナウィルスの影響により指定管理施設においても利用者が減少し休業要請等による収入が大幅に減少している
ことから、施設の維持管理や新型コロナウィルスの感染予防などの対策経費等として支援金を給付するもの。
　給付基準：令和３年度の収支減少分を算定し、その８割を「施設運営維持管理支援金」として給付する。
　　　　　　　　年間収支（赤字）×80％＝支援金額

【実績内訳】
　レイクパレス：5,378,000円、しらかば：1,969,000円、かみゆうべつ温泉：22,915,000円
　計　30,262,000円

32,336,000 30,262,000 25,860,000 25,860,000 0 0 0 4,402,000

①実施状況
　・給付金算定：収支減少分の８割、千円未満切捨て
　・給付金実績：宿泊施設しらかば　　 　　　　 1,969,000円
　　　　　　　　　  交流体験施設レイクパレス　 5,378,000円
　　　　　　　 　　 かみゆうべつ温泉　　　　　　22,915,000円
　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　　　　　30,262,000円
②効果
　給付金を支給したことにより、施設管理運営の安定化を図ることができた。
③評価
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、利用者の減少という事態を余儀なくされたこと
で収入が大きく減少したことは、事業運営に多大な影響を及ぼすため、指定管理施設運
営の安定化のためにも必要性が高く、有効な手段であったと考える。
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◆観光イベント特別支援事業
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により北海道が緊急事態宣言が発令され、チューリップフェアに特定措置区域等か
らの入場を制限したことにより、出店事業者の売り上げが減少していることから給付金を給付し事業経営の安定化を図るも
の。
　給付対象者：①フェア期間中10日以上（1日4H以上）営業した事業者
　　　　　　 　　　②フェア期間中６日以上（1日4H以上）営業した事業者

【実績内訳】
　給付金　上記①：＠100,000円×11事業者＝1,100,000円、上記②：＠30,000円×4事業者＝120,000円
　計　1,220,000円

1,250,000 1,220,000 970,000 970,000 0 0 0 250,000

①実施状況
　毎日営業：11事業者×＠100千円＝1,100,000円
　休日営業：  4事業者×＠ 30千円＝   120,000円
　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　　 1,220,000円
②効果
　給付金を支給したことで事業経営の安定化が図られた。
③評価
　事業者がフェアの出店に向けて準備を行っていたものの、新型コロナウイルスの影響
によってフェアが縮小（入場制限、イベント中止等）となったことで、町が出店事業者に給
付金を支給したことは今後の事業経営安定化のために有効な手段であった。
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◆元気ゆうべつイベント支援事業
　新型コロナウイルスの影響により町内観光イベントが中止となり、観光業、飲食業を中心に経済が停滞している状況下に
おいて、町全体が元気を取り戻すよう新北海道スタイルのほか業種別ガイドラインなど国や北海道が示す対策を実践して小
規模観光イベントを開催する団体、民間事業者等にその経費の一部を助成するもの。
　補助対象経費：出演料、花火、広告宣伝費、衛生対策費、車両・発電機借上料、その他必要と認める経費
　補助率：補助対象経費の4/5、限度額50万円

【実施内訳】
　事業数：4件（3団体）、補助金額：1,150,000円
　計　1,150,000円

2,000,000 1,150,000 1,000,000 1,000,000 0 0 0 150,000

①実施状況
　補助対象経費の4/5補助　限度額500千円
　・納涼タノシマナイト（商工会）　　　　　　 中止　　（8/8開催予定）
　・あきまる実行委員会　　　　　　　　　　　中止　　（9/5開催予定）
　・ゆうべつ花火イベント実行委員会　　500,000円（8/15開催）
　・中湧別おまつり花火実行委員会　   500,000円（9/20開催）
　・ふゆまる実行委員会　　　　　　　　　　 34,000円（11/28開催）
　・屋台でないと（商工会）　　　　　　　　116,000円（12/11開催）
　・ＭＡＭＡＰＡ実行委員会　　　　　　　　　 中止　　（3/19開催予定）
　　　　　　合　計　　　　 　　　　　　　 　1,150,000円
②効果
　コロナ禍において、感染対策を講じながら行う小規模イベントに掛かる経費の一部を
補助したことで町の活性化を図った。
③評価
　新型コロナウイルス感染の拡大により、予定していたイベントが中止となったイベントも
あったが、この補助金を活用して町を元気づけようとする団体等がいたということはこの
事業が有用性の高いものと考えられる。

コロナ禍の影響でイベント等
が中止になることが多い中、
本事業で開催でき、町民の
方も心休まるひと時が過ご
せたかと思う。コロナ終息後
も支援事業は継続するか？

新型コロナウイルス感染症
が終息した場合にあっても、
イベント支援事業を活用
した小規模イベントが開催さ
れることで町の活性化が図
られる事から、補助対
象経費及び補助率の見直し
等を含めイベント支援事業
の継続を検討する。
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◆公共空間安全・安心確保事業（成人式における新型コロナウイルス感染症予防）
　コロナ禍における成人式を安全に開催するため、成人式出席者に対して感染症の抗原検査キットを配布し感染の有無を
把握することで、式典の安全な開催と出席者の感染リスクを低減され、クラスターの発生など感染拡大を抑制するもの。
　　※出席予定の成人に対し、2週間前に体調管理の注意喚起を行う通知を送付する際に、検査キットを同封する。

【実施内訳】
　検査キット：＠3,300円×155名（R3・83名、R4・72名）＝511,500円
　計　511,500円

853,000 511,500 430,000 430,000 0 0 0 81,500

①実施状況
　・令和3年成人式出席者分　購入83個　※新型コロナの影響により中止
　・令和4年20歳の集い出席者分　購入72個、出席者実績60名
②効果
　出席予定者に対し抗原検査キットを配布し、受付時に結果を提示させることで、感染症
予防対策を講じた。
③評価
　感染症予防対策を講じたことで、出席者の不安を低減することができた。
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◆学校保健特別対策事業（感染症対策等の学校教育活動継続支援事業）
　各学校が感染症対策等を徹底しながら、夏季休業期間の短縮等により研修機会を逸した教職員に対し研修に必要な経費
を支援する取り組み、及び児童生徒の学習機会を保障するための取り組みを実施するにあたり、校長の判断で迅速かつ柔
軟に対応できるよう、学校教育活動の円滑な運営を支援するもの。

【実施内訳】
　消耗品費：3,822,950円、使用料等：22,000円、備品購入費：2,942,720円、報償費：400,000円
　計　7,187,670円 7,200,000 7,187,670 7,184,000 3,592,000 0 0 0 3,670

①実施状況
　感染症対策に係る衛生用品や教材を各学校にて購入。各学校の支出状況は以下のと
おり。
上小800,046円、中小788,652円、開盛小800,600円、富美小800,460円、湧小800,857円、
芭露学園（前期）800,000円、上中800,030円、湧中796,416円、芭露学園（後期）800,609
円、計7,187,670円
②効果
　衛生用品、備品や教材の購入など学校の判断により必要な環境整備を迅速に実施す
ることにより学習機会が確保できた。
③評価
　各学校長の判断で迅速に各学校の状況に応じた感染症対策を講じることができた。
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◆中小企業等支援事業月次給付金
　緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置などによる経済活動への影響を踏まえ、大きく売り上げが減少している町内中
小企業や個人事業主に対して、国が支給する月次支援金及び北海道支援金の上乗せとして、町独自の給付金を支給する
もの。

【実施内訳】
　給付金：48事業所　9,199,000円
　国月次支援分：78ヶ月分　6,763千円　道支援金分：20件　2,436千円
　計　9,199,000円

15,000,000 9,199,000 9,199,000 9,199,000 0 0 0 0

①実施状況
　給付金：48事業所　9,199,000円
　　　　　　　内訳　国月次支援分：78ヶ月分　6,763千円
　　　　　　　　　　  道支援金分　 ：29　　 件　2,436千円
②効果
　支援金の給付金により、地域経済の安定化を図ることができた。
③評価
　新型コロナウイルス感染症により経済規模の縮小している中で、国や北海道の支援に
上乗せすることで、申請書類等の手間も省き、効率的且つ直接的に支援できた。

2
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13 町
単

教
育
総
務
課

◆中学校等修学旅行費補填事業
　新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽、学校が修学旅行を中止や延期したことにより発生するキャンセル料等に
対する支援を行い、保護者の経済的な負担の軽減を図るもの。

【実施内訳】
　上湧別中：331,128円、湧別中：534,430円、芭露学園：134,340円
　計　999,898円 1,000,000 999,898 808,000 808,000 0 0 0 191,898

①実施状況
　修学旅行を延期したことにより発生したキャンセル料を町で負担。
上中331,128円（日程8/31～9/3、8/19解約、キャンセル料率20％）
湧中534,430円（日程8/24～8/27、8/20解約、キャンセル料率30％）
芭露学園134,340円（日程8/24～8/27、8/20解約、キャンセル料率30％）
②効果
　保護者の経済的な負担を軽減することができた。
③評価
　修学旅行を延期することで、新型コロナウイルス感染症の感染リスクを減らすことがで
きた。

14 町
単

健
康
こ
ど
も
課

◆感染症予防対策備品購入事業（中湧別保育所食器洗浄機購入）
　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、給食調理室内に洗浄殺菌効果の高い食器洗浄機を設置し、食器類の
抗菌性を高めるとともに、調理室内の三密を回避するなど児童、保育士及び業務従事者等の感染予防対策を徹底するも
の。

【実施内訳】
　業務用食器洗浄機：1台　1,518,000円
　計　1,518,000円

1,560,000 1,518,000 1,240,000 1,240,000 0 0 0 278,000

①実施状況
　中湧別児童複合施設調理室（感染症防止対策用）
　食器洗浄機1台　ソイルド2槽シンク1台　クリーンテーブル1台
②効果
　洗浄温度を殺菌効果のある70℃とする上下回転方式とし、湯温低下を防ぐ二重配管
構造の洗浄機としたこと、また、それに伴うシンクとテーブルの更新により、洗浄水に触
れることなく作業が可能となり感染症対策に効果を示した。
③評価
　衛生環境の改善が図られ、利用児童の安全性が向上した。

15 町
単

健
康
こ
ど
も
課

◆社会システム維持のための衛生確保事業（医療機関等への感染症対策給付事業）
　町内の医療機関及び介護施設等をはじめとする社会生活を維持するために必要な施設等における感染症対策にかかる
消毒や、マスク及び消毒液等の購入に対して必要な経費の一部を支援するもの。

【実施内訳】
　医療機関等：900,000千円（病院・＠300,000円×2、歯科診療所等：＠100,000円×3）
　障害者福祉事業者：300,000円（100,000円×3）
　老人介護事業者：1,400,000円（施設介護事業者：300,000円×4、通所及び訪問介護事業者：＠100,000円×2）、
　一般乗用旅客運送事業者：300,000円（＠100,000円×3）、幼稚園設置者：100,000円（100,000円×1）
　計　3,000,000円

3,000,000 3,000,000 2,400,000 2,400,000 0 0 0 600,000

①実施状況
【医療機関】
　300,000円×2事業所（ゆうゆう厚生クリニック、耕仁会曽我病院）
　100,000円×3事業所（上湧別歯科診療所、湧別歯科診療所、佐々木歯科診療所）
【障害者福祉事業者】
　100,000円×3事業所（ポレポレゆうべつ、北光福祉会、さわやか）
【老人介護事業者】
　300,000円×4事業所（湧別福祉会、上湧別福祉会、ﾄﾞﾘｰﾑｲﾃﾞｱ、ひまわり）
　100,000円×2事業所（繋つなぐ、湧別町社会福祉協議会）
【一般乗用運送旅客自動車運送事業者】
　100,000円×3事業所（中湧別ハイヤー、湧別ハイヤー、介護タクシーステップ）
【私立幼稚園】
　100,000円×1事業所（和光学園）
②効果
　感染症対策にかかる衛生用品等の購入に対して必要経費の一部給付を講じた。
③評価
　施設内等の感染症予防対策が図られた。

16 町
単

農
政
課

◆牛乳消費拡大緊急対策事業
　新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、全国的に牛乳の需要が減少し、生乳がかつてない規模で大量に余り廃棄
される懸念があり、本町の酪農業の経営にも大きな影響が及ぶことが予測されることから、基幹産業である酪農家の安定
経営の一助とするため、農業団体との協同事業として「牛乳贈答券」を全町民に配布し、牛乳の消費拡大を図るもの。

【実施内訳】
　牛乳贈答券：＠1千円×（町民8,314人－農協負担分4,000人）＝4,314,000円
　郵便料：＠416円×3,895世帯＝1,620,320円
　計　5,934,320円

6,110,000 5,934,320 4,880,000 4,880,000 0 0 0 1,054,320

①実施状況
　・牛乳贈答券　＠1,000円分×町民4.312名分＝4,314,000円を両農協より購入。
　　（町民4,000名分については両農協が負担した。）
　・牛乳券郵送料＠416円×3,895世帯分＝1,620,320円
　牛乳券町民1人当たり1,000円分を世帯ごとに郵送し購買促進を図った。
②効果
　・経済効果
　　牛乳贈答券を両農協より購入→4,314千円と合わせ、農協負担分の4,000千円、
　　合計8,314千円が町内12店舗の牛乳販売店の売り上げとなった。
③評価
　牛乳券の配布により、大幅な牛乳購買の増加があり、当初の懸念であった生乳廃棄
に至ることなく消費拡大を図ることができた。

・牛乳贈答券は酪農業者、
町民の双方にとって良いこ
とだと思った。贈答券の利用
率を教えてほしい。

・牛乳贈答券の使用で、牛
乳以外の商品購入、使用期
間を促したことで贈答券に
使用期限があると間違い使
用しなかったなどと聞いてい
る。今後、このような間違い
が起こらない様、対策事業
は趣旨を分かりやすく周知
することが必要ではないか。

・「ホクレン農業協同組合連
合会」で発行している牛乳贈
答券を配布しており、牛乳贈
答券の性質上、町外店でも
使用できるものとなっている
ことから、利用率を把握する
のは困難であることをご理
解いただきたい。なお、町内
での消費喚起の面も考慮
し、町内の牛乳贈答券取扱
店のみ明示した一覧表を牛
乳贈答券発送時の案内チラ
シに添付している。

・町内牛乳贈答券取扱店舗
に対し、牛乳に限定した交
換とするよう通知している。
今後、実施の際には、独自
の牛乳贈答券を作成するな
ど工夫が必要と考えてい
る。
牛乳贈答券の配布に当たっ
ては、チラシや町発行かわ
らばんにて周知したところで
あり、「使用期限」について
記載していた。内容に関して
「使用期限はありませんが、
迅速に牛乳の消費拡大を図
りたいことから令和4年3月
末までにご使用願います」と
記載していたことが誤解を
招いたことに繋がったものと
思われることから、今後実
施の際には、誤解が生じる
ことのないよう記載内容に
配慮する。
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17 町
単

総
務
課

◆感染症予防対策備品購入事業
　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、感染症の予防対策に必要な備品として、顔認証型サーマルカメラ等を
設置し、予防対策の徹底を図り、来場者等の安全を確保するもの。

【実施内訳】
　アクリルパーテーション：庁舎用 W1200（窓あり）15枚、W900（窓あり）10枚：162,000円×1.1＝178,200円
　アルコール消毒液：＠7,150円×12ケ＝85,800円
　計　264,000円

285,000 264,000

①実施状況
　アクリパーテーション（1200*800）15枚
　アクリパーテーション（900*800）10枚
　アルコール消毒液（17㍑）12個
②効果
　庁舎内における新型コロナウイルス感染症対策を講じた。
③評価
　来庁者と職員との飛沫感染予防のためパーテーションを設置し、また、庁舎をはじめと
した公共施設にアルコール消毒液を設置し感染症対策が図られた。

18 国
庫

社
会
教
育
課

◆感染症予防対策備品購入事業
　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、感染症の予防対策に必要な備品等を設置し、予防対策の徹底を図
り、来場者等の安全を確保するもの。

【実施内容】
　顔認証型サーマルカメラ：＠225,000円×11台（9施設）＝2,475,000円
　※中湧別及び湧別総体、畜産セ、農村セ、文化センターTOM2（中湧別図書館）、文化センターさざ波、湧別図書館、庁舎
（上湧別庁舎2、湧別庁舎）
　アクリルパーテーション：さざ波 平面W500mm×H600mm 2,600円×3枚×1.10＝ 8,580円
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平面W800mm×H650mm 5,800円×4枚×1.10＝25,520円
                                   TOM クロスW1,800×H600mm×D1,000mm 22,800円×2枚×1.10＝50,160円
　計　2,559,260円

2,565,000 2,559,260

①実施状況
・顔認証型サーマルカメラ11台（9施設）
※中湧別及び湧別総体、畜産セ、農村セ、文化センターTOM2（中湧別図書館）、文化
　 センターさざ波、湧別図書館、上湧別庁舎2（コミセン）、湧別庁舎
・アクリルパーテーション：さざ波 平面W500mm×H600mm（60cm丸テーブル用）3枚
　 　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 平面W800mm×H650mm（90cm角テーブル用）4枚
　                               　　TOM クロスW1,800mm×H600mm×D1,000mm
                                       　　                                      (会議用長テーブル）2枚
②効果
・各施設に顔認証型サーマルカメラを設置し来場者等の感染症予防対策を講じた。
・文化センターさざ波及びＴＯＭに、アクリルパーテーションを設置し来場者間等の感染
症予防対策を講じた。
③評価
・顔認証型サーマルカメラを各施設に設置したことにより、来場者等が施設に立ち入る
前の感染症予防対策の徹底が図られた。
・アクリルパーテーションを設置したことにより、来場者間等の飛沫の防止対策の徹底が
図られ、安全を確保することができた。

19 国
庫

教
育
総
務
課

◆学校保健特別対策事業（感染症対策等の学校教育活動継続支援事業）
　各学校が感染症対策等を徹底しながら、夏季休業期間の短縮等により研修機会を逸した教職員に対し研修に必要な経費
を支援する取り組み、及び児童生徒の学習機会を保障するための取り組みを実施するにあたり、校長の判断で迅速かつ柔
軟に対応できるよう、学校教育活動の円滑な運営を支援するもの。

【実施内容】
　消耗品費：617,652円、備品購入費：425,955円
　計　1,043,607円 1,080,000 1,043,607 900,000 450,000 0 0 0 143,607

①実施状況
　感染症対策に係る衛生用品や教材を各学校にて購入。各学校の支出状況は以下のと
おり。
上小119,436円、中小119,699円、開盛小113,520円、富美小116,880円、湧小118,250円、
芭露学園（前期）117,600円、上中123,300円、湧中100,422円、芭露学園（後期）114,500
円、計1,043,607円
②効果
　衛生用品、備品や教材の購入など学校の判断により必要な環境整備を迅速に実施す
ることにより学習機会が確保できた。
③評価
　各学校長の判断で迅速に各学校の状況に応じた感染症対策を講じることができた。

198,128,000

543,26000

　湧別町行政改革推進委員会における評価・検証結果について（令和３年度湧別町行政評価外部評価報告書から抜粋）

　令和３年度に実施した新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業の効果・検証については、目的に沿った執行をしており、また効果及び評価についても新型コロナウイ
ルス感染症の感染リスクの低減や、学習機会の確保、行政機能停止のリスク軽減、地域経済の回復などの効果があり、有効であったとの評価内容について適切であると評価しました。

02,280,0002,280,000

小　　計 152,411,000 148,369,000 0 0 0 25,465,707177,876,707
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